
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

◦�

天
気
予
報
で
気
温
や
湿
度
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
高
温
多
湿
な
日
は
、
日
中

の
外
出
を
避
け
る

◦
小
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

◦�

吸
水
性
や
速
乾
性
の
あ
る
、
風
通

し
の
良
い
服
装
に
す
る

◦�

室
温
を
確
認
し
、
エ
ア
コ
ン
や
扇

風
機
を
活
用
す
る

◦�

屋
外
で
は
日
陰
を
利
用
し
、
日
傘

や
帽
子
な
ど
の
暑
さ
対
策
グ
ッ
ズ

を
活
用
す
る

症
状
と
対
処
方
法

重
症
度
Ⅰ

症
状
／
目
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋

肉
の
痛
み
、
手
足
の
し
び
れ
、
大
量

の
発
汗

対
処
方
法
／
涼
し
い
場
所
で
服
を
緩

め
て
体
を
冷
や
す
。
水
分
を
小
ま
め

に
取
り
、
症
状
が
回
復
す
る
ま
で
安

静
に
す
る
。

重
症
度
Ⅱ

症
状
／
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔お
う
吐と

、
気

分
の
不
快
、
体
に
力
が
入
ら
な
い

対
処
方
法
／
涼
し
い
場
所
で
服
を
緩

め
て
体
を
冷
や
し
、安
静
に
す
る
。
自

力
で
水
分
や
塩
分
を
取
れ
な
い
場
合

は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

重
症
度
Ⅲ

症
状
／
意
識
が
な
い
、
呼
び
か
け
や

刺
激
へ
の
反
応
が
お
か
し
い
、
体
が

け
い
れ
ん
し
て
い
る
、
真
っ
す
ぐ
歩

け
な
い
、
体
が
熱
い

対
処
方
法
／
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ぶ
。

涼
し
い
場
所
で
服
を
緩
め
て
体
を
冷

や
す
。

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を

チ
ェ
ッ
ク

　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
熱

中
症
の
危
険
性
が
高
い
と
予
測
さ
れ

る
場
合
に
、
環
境
省
や
気
象
庁
か
ら

発
表
さ
れ
る
情
報
で
す
。
発
表
が

あ
っ
た
と
き
は
、
防
災
行
政
無
線
で

お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
環
境
省
や
気

象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
・
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で
も

情
報
を
受
け
取
れ
ま
す
。

涼
み
処
が
あ
り
ま
す

　
一
時
的
に
暑
さ
を
し
の
ぐ
場
所
と

し
て
、
冷
房
の
効
い
た
施
設
を
「
涼

み
処ど
こ
ろ

」
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

暑
さ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

涼
み
処
／
市
役
所
、
飯
岡
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
海
上
公
民
館
、
い
い
お
か

ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ひ
か
た
市

民
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、
お
ひ

さ
ま
テ
ラ
ス

※�

各
施
設
の
開
館
時
間
内
で
利
用
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課
健
康
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
☎
63
‐
8
7
6
6

　５月は「自転車安全利用推進強化月間」

自転車に乗るときはルールを守りましょう
　千葉県では、自転車を安全に利用してもらうため「ちば
サイクルール」として、10項目のルールをまとめています。

自転車に乗る前のルール
◦自転車保険に入ろう
◦点検整備をしよう
◦反射器材を付けよう
◦ヘルメットをかぶろう
◦飲酒運転はやめよう
自転車に乗るときのルール
◦車道の左側を走ろう
◦歩いている人を優先しよう
◦ながら運転はやめよう
◦交差点では安全確認しよう
◦夕方からライトをつけよう

自転車保険に加入しましょう
　千葉県では、令和４年から自転車保険の加入が義務化さ
れました。歩行者と衝突してけがを負わせたり、死亡させ
たりした場合には、治療費や高額な賠償金を支払わなけれ
ばなりません。万が一に備えて、保険に加入しましょう。
ヘルメットをかぶりましょう
　令和５年からヘルメットの着用が努力義務となりました。
交通事故の被害を軽減するためには、頭部を守ることが重
要です。自転車に乗るときは、ヘルメットを
かぶりましょう。
　くわしい内容は、県ホームページで確認し
てください。

問い合わせ先
市民生活課市民生活支援班（☎62-5396）

熱
中
症
に
注
意

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
時
間
い
る
こ
と
で

徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
調
節
が
う
ま
く
い
か
ず
、
体
内
に
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま
う
状
態
で
す
。

屋
外
だ
け
で
な
く
、
屋
内
で
も
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

暑
さ
か
ら
身
を
守
ろ
う

市ホームページ
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